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このガイドについて

対象読者

本書は、Tmax®(以下、Tmax)プログラム・モデルのうち、RPCについての概要と機能および特性について説

明しています。同書は、Tmax RPC(Remote Procedure Call)を用いて開発する開発者とシステム管理者を

対象としています。

前提知識

本書は、Tmaxシステムの概要とTmaxシステムが提供する各種機能や特性などを習得するための手引書

です。

本書を理解するためには、以下の事項についての知識が必要です。

● ミドルウェアおよびUNIXシステムについての基本知識

● Tmaxの基本概念

● JavaとCプログラミングについての知識

制限事項

本書では、RPCについてのみ説明しています。実務上の具体的な使用方法や管理・運用についての内容

は、各製品ガイドを参照してください。

参考

Tmaxシステムの開発についての基本的な内容は、『Tmax 運用ガイド』および『Tmax アプリケーション開

発ガイド』を、Tmaxが提供するコマンドとC APIについては、『Tmax リファレンスガイド』を参照してくださ

い。
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本書の構成

本書は、計2章で構成されています。

各章の主な内容は以下のとおりです。

● 第1章：紹介

RPCの概念と種類および制約事項について説明します。

● 第2章：構成要素

RPCの構成要素について説明します。
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第1章 紹介

本章では、Tmax RPC(Remote Procedure Call)の概念と種類および制約事項について説明します。

1.1. 概念
Tmaxは、tpcall、tpacallのようなAPIを利用して、サーバー上のサービスを呼び出す仕組みです。

アプリケーションの開発者は、事前に該当するサービス名に応じた入力引数や出力引数を文書にして渡す

か、打ち合わせを行ってから開発に取り掛かる必要があります。そのほか、サーバーから呼び出す関数のイ

ンターフェースを定義した後、そのインターフェースを介して特定のユーティリティーを利用する方法がありま

す。この方法を利用すると、サーバーはスケルトン・ソース・ファイルを、クライアントはスタブ・ソース・ファイル

を自動的に作成してデプロイします。これにより、サーバーとクライアント・アプリケーションを実装することが

できます。

Tmax RPCは、このような場合にインターフェースを定義してTmaxをすぐに使用できるようにする構成要素

です。Tmax RPCは、SQL文を使用して関数のインターフェースを抽出する方法でインターフェースを定義し

ます。ユーザーがSQL文を作成すると、それを分析して関数の引数として定義することができる構造です。

以下は、SQL文の作成例です。

ins_test:

INSERT INTO sample(no, name) VALUES ($empno, '$name');

上記のSQL文によって以下のような関数が定義されるので、クライアント・アプリケーションを実装する際、す

ぐに使用することができます。

int ins_test(char *empno, char *name)

1.2. 種類
Tmax RPCは、サービスの方法に応じて次のように3つに区分されます。

● データ・アクセス・サーバー(以下、DAサーバー)

● TPサーバー

● ファンクション・サーバー
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1.2.1. DAサーバー

DAサーバーは、1つのSQLクエリーで構成された業務に使用します。インターフェースはSQLを使用して定

義します。

参考

DAサーバーは1件のクエリーを実行するので、業務サーバーは非XAモードに設定する必要があります。

設定についての詳細は、『Tmax アプリケーション開発ガイド』の「第6章 トランザクション」を参照してくだ

さい。

DAサーバーを使用する場合、Tmaxは以下のようなプロセスで動作します。

[図 1.1] DAサーバーを使用する場合のTmaxプロセス

DAサーバーを使用するためのサーバーとクライアントの構成は以下のとおりです。

[図 1.2] DAサーバーを使用するためのサーバーとクライアントの構成
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DAサーバーを使用する場合、開発者は、業務サーバーの設定とビルドさえ行えば、追加コーディングなしで

すぐに業務を実行することができます。

たとえば、ins_testという名前の挿入業務を作成する場合、dstest.sqlという名前のファイルにインターフェー

スを定義します。Tmax RPCは、サーバー名をインターフェース・ファイル名と同じく作成するので、サーバー

名とサービス名をdstestという名前で定義します(Tmaxでは、サーバーとサービスという概念が存在するの

で、設定にもこのような概念が反映される必要があります)。開発者は、dstestというサービスを直接呼び出

したり、定義したりしませんが、クライアントからins_testという関数を呼び出すと、内部的にフィールド・バッ

ファーを作成してdstestをtpcallし、dstestというサーバーは該当するクエリーを実行します。

以下は、DAサーバーの環境設定とSQLインターフェース・ファイルの例です。

● DAサーバーの環境設定の例

*SVRGROUP

svg_rpc NODENAME =tmaxi4

*SERVER

dstest SVGNAME = svg_rpc,

CLOPT="-e $(SVR).out -o $(SVR).out -- -uscott -ptiger"

*SERVICE

dstest SVRNAME = dstest

● DAサーバーのSQLインターフェース・ファイルの例

DAサーバーのSQLインターフェース・ファイルは、idlcオプションに応じて作成されるファイルが変わりま

す。SQLインターフェース定義ファイルの作成方法の詳細については、「2.2.1. SQLインターフェース定義

ファイル」を参照してください。

### dstest.sql ###

#insert

ins_test:

INSERT INTO sample(no, name) VALUES ($empno, '$name');

#delete

del_test:

DELETE FROM sample WHERE no = $empno;

#select all

sel_all_test:

SELECT [int] no,

name

FROM sample;

#select name
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sel_test:

SELECT name

FROM sample

WHERE no = $empno;

#delete all

del_all_test:

DELETE FROM sample;

#update

update_test:

UPDATE sample SET name='$name' WHERE no=$empno;

#select binary

b_sel_test:

SELECT [binary] b_data FROM b_test_table;

#insert binary

b_ins_test:

INSERT INTO b_test_table VALUES $b_data[binary] ;

1.2.2. TPサーバー

TPサーバーは、1つのSQLクエリーではなく、トランザクションを使用して複数のRPCが同時に処理される業

務に使用します。

TPサーバーを使用する場合、Tmaxは以下のようなプロセスで動作します。

[図 1.3] TPサーバーを使用する場合のTmaxプロセス
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TPサーバーを使用するためのサーバーとクライアントの構成は以下のとおりです。

[図 1.4] TPサーバーのためのクライアントとサーバーの構成

DAサーバーは非XAで処理を行うため、複数のクエリーを1つの業務に使用することは不適切です。間にTP

サーバーが置かれており、そこからトランザクションを開始してDAサーバーの関数を呼び出すと、複数のク

エリーを1つのトランザクションとして構成できるモデルが作られます。

TPサーバーを使用するには、クライアントからサーバーを呼び出せるインターフェース・ファイルと、DAサー

バーで使用するSQLインターフェース・ファイルが必要です。クライアント・アプリケーションは、TPサーバー

のAPIを呼び出し、TPサーバーのAPIは、DAサーバーのAPIを呼び出す方式です。DAサーバーは、1つの

トランザクションに含まれる必要があるので、xa svgに設定してください。

以下は、TPサーバーの環境設定とインターフェース・ファイルの例です。

● TPサーバーの環境設定の例

*SVRGROUP

svg_xarpc NODENAME = tmaxi4,

OPENINFO = "Oracle_XA+Acc=P/scott/tiger+SesTm=60",

DBNAME = ORACLE,

TMSNAME = "tms_ora"

*SERVER

tstest SVGNAME = "svg_rpc"

db1 SVGNAME = "svg_xarpc"

*SERVICE
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TSTEST SVRNAME = tstest

db1 SVRNAME = db1

● TPサーバーのAPIインターフェース・ファイルの例

APIインターフェース・ファイルの作成方法の詳細については、「2.2.2. API定義ファイル」を参照してくださ

い。

<*.def>

### tstest.def ###

interface TSTEST {

long trans_select (

[out] long sel_rows,

[out] int empno[sel_rows],

[out] char ename[][]);

long trans_insert (

[in] int dummy);

long trans_clear (

[in] int dummy);

}

● DAサーバーのSQLインターフェース・ファイルの例

DAサーバーのSQLインターフェース・ファイルの例は、「1.2.1. DAサーバー」を、作成方法の詳細につい

ては、「2.2.1. SQLインターフェース定義ファイル」を参照してください。

1.2.3. ファンクション・サーバー

ファンクション・サーバーは、SQLとは関係のないユーザー定義関数を呼び出すために使用します。たとえ

ば、クライアントが要求したファイルを読み込むなどの業務を実行します。

動作方式は、DAサーバーが不要であることを除けば、TPサーバーとほぼ同じです。

[図 1.5] ファンクション・サーバーを使用する場合のTmaxプロセス
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ファンクション・サーバーを使用するためのサーバーとクライアントの構成は以下のとおりです。

[図 1.6] ファンクション・サーバーのためのクライアントとサーバーの構成

ファンクション・サーバーを使用するには、APIインターフェース・ファイルを作成して、サーバー・コードとクラ

イアント・コードを作成して実行する必要があります。

以下は、ファンクション・サーバーの環境設定とインターフェース・ファイルの例です。

● ファンクション・サーバーの環境設定の例

*SVRGROUP

svg_rpc NODENAME =tmaxi4

*SERVER

fstest SVGNAME = svg_rpc,

CLOPT="-e $(SVR).out -o $(SVR).out -- -uscott -ptiger"

*SERVICE

fstest SVRNAME = fstest

● ファンクション・サーバーのAPIインターフェース・ファイルの例

APIインターフェース・ファイルの作成方法の詳細については、「2.2.2. API定義ファイル」を参照してくださ

い。

<*.def>
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interface FSTEST {

long plus(

[in] int a,

[in] int b,

[out] int c

);

long savefile (

[in] char filename[],

[in] char data[]

);

long readfile (

[out] char filename[],

[out] char data[]

);

}

1.3. 制約事項

Tmax RPCは、一般的なサービスを実行するサーバーがRPCサーバーを呼び出すことはできません。

また、以下のOSとDBにのみ対応しています。(64ビットのみ対応)

Tibero 4 Sp1Sybase 15.5Oracle 11OS

OOOHP-IA 11.23

OOOHP-IA 11.31

OOOAIX 5.3

OOXAIX 6.1

OOOSUN5.10 sparc

OOOLinux x86_64
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第2章 構成要素

本章では、RPCプログラムを構成するための構成要素について説明します。また、種類別に実行例を挙げ、

使用方法について説明します。

2.1. 概要
RPCプログラムのために基本的に必要な構成要素は以下のとおりです。

● インターフェース定義ファイル

インターフェース定義ファイルは、SQLインターフェース定義ファイルとAPI定義ファイルに区分されます。

● idlc

ソースを生成するユーティリティーです。

● 共通ライブラリー

アプリケーションを構成するときに使用します。

2.2. インターフェース定義ファイル
インターフェース定義ファイルは、SQLインターフェース定義ファイルとAPI定義ファイルの2種類に区分され

ます。

2.2.1. SQLインターフェース定義ファイル

SQLインターフェース定義ファイルは、SQLを介して業務を行う場合に使用するファイルとして、DAサーバー

とTPサーバーを構成するときに使用します。1つのファイルの中に複数のSQL文を定義することができ、定

義されたSQLは、それぞれ1つの関数を表現します。最終的には1つのファイルが1つのTCSサーバーとして

表示されます。

以下は、SQLインターフェース定義ファイルの基本的な形式と各項目についての説明です。「＃」で始まる行

はコメントなので解析しません。

#comment

function_name:

SQL文;
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function_name:

SQL文;

● function_name

SQL文を実行するクライアントから呼び出す関数名です。コロン(:)までを関数名として認識します。

● SQL文

– 実行するSQL文です。複数行で表現することが可能であり、SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE

文を定義することができます。

– SQL文のうち「$」で始まる単語は、関数に渡す引数として認識します。各引数はCスタイルのCHAR文

字列で構成される必要があります。

– SELECTからFROMの間のフィールド名は、それぞれ関数の結果を保存できる引数として認識します。

– フィールド名の前に各フィールドのタイプを「[フィールドタイプ]」のような形式で定義すると、関数の作成

時にそのタイプをそのまま使用することができます。char、int、long、float、double、string、binaryなど

のフィールド・タイプを定義することが可能であり、binaryフィールド・タイプは、BLOB型のデータを処理

する場合に使用します。

SELECT文

以下は、「sel_test」という名前のSELECT文を定義して変換した例です。

● SQL定義

sel_test:

SELECT

[int] no,

[double] comm,

name

FROM sample

WHERE no = $no;

● 関数の変換

以下のように、$noがchar *noに変換されます。SELECT文は複数行を戻すことができるので、

「tmax_sel_rows」という変数に行数を保存することが可能です。また、SELECTからFROMの間のフィー

ルドを、それぞれのタイプに合わせて保存できるように順番にソートします。

long int sel_test(

/* [in] */ char *no,

/* [out] */ long int *tmax_sel_rows,
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/* [out] */ int **outvars_0,

/* [out] */ double **outvars_1,

/* [out] */ char ***outvars_2

);

INSERT文

以下は、「int_test」という名前のINSERT文を定義して変換した例です。

● SQL定義

ins_test:

INSERT INTO sample(no, name) VALUES ($no, '$name');

● 関数の変換

以下のように、$noと$nameを引数として受け取る関数が変換されます。

long int ins_test(

/* [in] */ char *no,

/* [in] */ char *name

);

UPDATE文

以下は、「update_test」という名前のUPDATE文を定義して変換した例です。

● SQL定義

update_test:

UPDATE sample SET name='$name' WHERE no=$no;

● 関数の変換

以下のように、$noと$nameを引数として受け取る関数が変換されます。

long int update_test(

/* [in] */ char *name,

/* [in] */ char *no

);

DELETE文

以下は、「del_test」という名前のDELETE文を定義して変換した例です。

● SQL定義
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del_test:

DELETE FROM sample WHERE no=$no;

● 関数の変換

以下のように、$noを引数として受け取る関数が変換されます。

long int del_test(

/* [in] */ char *no

);

2.2.2. API定義ファイル

TPサーバーとファンクション・サーバーで使用するAPIを定義する際に必要なファイルです。

サーバー上で実行する関数のプロトタイプを、以下のような形式で定義します。リターンと引数のタイプは、C

で定義するタイプで定義する必要があります。inまたはoutを使って引数のタイプを指定することができます。

interfaceサービス名 {

        リターンタイプ 関数名 (

                [in|out]   引数タイプ 引数名

        );      

}

以下は、TSTESTというサービス名の関数を定義して変換した例です。

● 関数の定義

interface TSTEST {

long trans_select (

[out] long sel_rows,

[out] int empno[sel_rows],

[out] char ename[][]);

long trans_insert (

[in] int dummy

);

long trans_clear (

[in] int dummy

);

}

● 関数の変換
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long int trans_select(

/* [out] */ long int *sel_rows,

/* [out] */ int **empno,

/* [out] */ char ***ename

);

long int trans_insert(

/* [in] */ int dummy

);

long int trans_clear(

/* [in] */ int dummy

);

2.3. idlc
Enteraの変換時に、定義ファイルを実際にプログラミングが可能なソース(stub)に変換するユーティリティー

です。

以下は、idlcで使用可能なオプションとその説明です。

● 使用方法

idlc -inf インターフェース名

-sql SQL インターフェース名

     -dbtype  ora | tbr | syb

     -clang  c | delphi | vbasic | pbuilder | java | delphi6

     -xa

     -header  ファイル名

-sstub ファイル名

-cstub ファイル名

説明項目

DAサーバーを使用する場合のインターフェース名を指定します-inf インターフェース名

DAサーバーとTPサーバーを使用する場合のインターフェース・ファイル名を

指定します

-sql SQL インターフェース

名

DAサーバーを使用する場合のDBの種類を選択します。RPCがサポートする

OSとDBの種類は「1.3. 制約事項」を参照してください。

-dbtype

– ora : Oracle

– syb : Sybase

– tbr : Tibero

作成するクライアントのソースStubファイルの言語を選択します-clang
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説明項目

– c

– delphi

– vbasic

– pbuilder

– java

– delphi6

XAサーバーで作成する場合に指定します-xa

作成するヘッダー・ファイル名を指定します-headerファイル名

作成するサーバーStubファイル名を指定します-sstubファイル名

作成するクライアントStubファイル名を指定します-cstubファイル名

● 例

以下は、サーバーの種類別の使用例です。

– DAサーバー

Oracleを使用し、dstest.sqlを業務に使用し、クライアントはC言語を使用してしる場合、以下のようにオ

プションを設定します。

idlc -inf dstest

-sql dstest.sql

-dbtype ora

-clang c

– TSサーバー

• 「.def」ファイルを使用する場合

「.def」ファイルを使用する場合、以下のようにオプションを設定します。

idlc -xa

-clang c tstest.def

• DAサーバーを使用する場合

TPサーバーで呼び出すDAサーバーを使用する場合、以下のようにオプションを設定します。

idlc -inf db1

-sql db1.sql
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-dbtype ora

-clang c

-xa

-tps

– ファンクション・サーバー

ファンクション・サーバーは、TPサーバーと同様にオプションを設定して実行します。

idlc -xa

-clang c fstest.def

2.4. 共通ライブラリー
TCSタイプのサーバーと一般的なクライアントのためには、デフォルトで提供するサーバー・ライブラリーとク

ライアント・ライブラリーのほか、RPCのためのライブラリーが必要です。

以下は、必要な共通ライブラリーについての説明です。

● サーバーのためのライブラリー

– TCSタイプのサーバーのためにデフォルトで提供するサーバー・ライブラリです。

– libsvrを使用して必要な関数を実行できるようにします。

– UNIXでは、「librpcsvr.*」という名前で提供します。

● クライアントのためのライブラリー

– 一般的なクライアントのために提供するクライアント・ライブラリーです。

– libcliを使用して通信できるようにします。

– UNIXでは「librpccli.*」、Windowsでは「tmaxrpccli.dll」という名前で提供します。

● DBアクセスのためのライブラリー

– DBごとに特性があるので、DBに応じて異なるライブラリーが必要です。

– Oracleは「librpcsql.*」、Tiberoは「librpctbr.*」、Sybaseは「librpcsyb.*」を使用します。
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